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JENESYS2023 ブルネイ・フィリピン・シンガポール オンライン同窓会 

フォローアップ事業の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】本プログラムは、過去に JENESYSに参加したブルネイ、フィリピン、シンガポールの参

加者が改めて日本の文化を学ぶとともに、意見交換を行い、同窓生ネットワークの強化と同窓生活

動を活性化することを目的に実施しました。 

 

【参加者】JENESYS ASEAN ブルネイ・フィリピン・シンガポールの同窓生 

 （2015年度～2022年度の参加者） 計 33名 

 （高校生～社会人、オンライン訪日経験者含む） 

 

【訪問地】東京都、ブルネイ 

 

【日程】 

◼ オンライン同窓会 2023年 9月 21日（木曜日） 

1. 【挨拶】外務省南部アジア部南東アジア第二課 外務事務官 星 綾理 氏 

 【講義】「お寿司の起源と歴史」 

 講師：Excapade Brunei Corporate シェフ 市川 順一郎 氏 

 【参加者間交流】グループディスカッション 

「自国の文化にちなんだ寿司メニューの考案」 

2. 【グループワーク】グループディスカッション「食の持続可能性」 

① フードロス削減のためにできること 

② 海の豊かさを守るためにできること 

 

２．記録写真  

 
 

【講義】「お寿司の起源と歴史」 【講義】「お寿司の起源と歴史」質疑応答 
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【参加者間交流】参加者同士で考案した寿司メ

ニューを共有する様子 

【参加者間交流】参加者同士で考案した寿司メ

ニューを共有する様子 

 

【記念撮影】考案した寿司メニューと共に 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 社会人（フィリピン） 

本日の JENESYS 同窓会プログラムは、同窓生が互いにつながり、それぞれの経験を共有しな

がら、日本の文化や社会について学ぶ素晴らしい機会でした。プログラムは、周到に準備され、

内容は有益で、アクティビティも楽しく魅力的でした。 

◆ 社会人（ブルネイ） 

働き始めてから初めて JENESYS 同窓会に参加し、心から懐かしく感じられました。日本を訪

れる機会を与えてくれたプログラムは私にとって非常に思い入れのあるものであり、やはり帰

属意識があると言わざるを得ません。JENESYSの一員としてまたプログラムに参加できること

を嬉しく思います。 

◆ 大学生（シンガポール） 

プログラムの説明がとてもわかりやすく、とても楽しめました。 

 

４．受入れ側の感想 

◆ 講師 

食を通じて日本文化が世界へ発信されていることを改めて確認できた良い機会となりました。 
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５．参加者の対外発信（抜粋） 

  

2023年 9月 21日（Instagram） 

参加者間交流 グループディスカッション 

新しいオリジナルの寿司メニューを提案しまし

ょう！ 

2023年 9月 22日（Facebook） 

寿司と持続可能性 

豊かな歴史、料理の創造性から食の芸術性まで、

寿司の魅力的な世界について学びました。 

JENESYS の同窓生と協力して新しい寿司メニ

ューを考案しました。食品廃棄を減らすという

私たちの役割について考える機会となり、海を

保護するという責任や役割を再確認しました。 

 

６．グループワークでの参加者の発表 

グループディスカッション「食の持続可能性」（全７グループが発表（各国混成グループ）） 

① フードロス削減のためにできること 

② 海の豊かさを守るためにできること」 

◆グループ A 

① フードロス削減のためにできること  

・ 使用しない部分は堆肥加工工場に寄付す

る（飲食店、産業用含む） 

・ 食材は全ての部分を使用する 

・ 計画を立てて、食事は適量を作る。 

・ 冷蔵庫の在庫管理をする 

・ 無駄な食事をしない 

・ 残り物を食べる習慣  

・ 買い物の際に購入リストを作ることで、使

わない食材を購入して冷蔵庫の中で腐らせて

しまうのを防ぐ 

・第一に食べ物に敬意を払い、食べ残しに注

意する 
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② 海の豊かさを守るためにできること 

・ 水生生物の保護プログラムを導入する 

・ 漁獲量制限（特定の魚種に対する漁獲量や

数、魚の年齢分布による制限）の導入  

・ 特定種（絶滅危惧種）の養殖を行う 

・ 繁殖期の禁漁の実施   

・ 地元漁師に漁獲を啓蒙するイベントの開

催 

・ 法律・条例の遵守の徹底 

・ 分かち合いは思いやりである。無駄になる食材は寄付をする 

 

◆グループ B 

① フードロス削減のためにできること 

・ 外国料理の食材を地元の食材に替える 

・ レストランが、食べ残した食事を廃棄する

分を価格に上乗せするシステム（Pay what 

you waste）をもっと普及させて、客が注文す

る時に食す量に気をつけられるようにする 

・ 食品回収プログラムの支援や食品表示規

制の強化の提唱など、食品ロスを削減する政

策を推進するための擁護活動に取り組む 

・ 余剰食品を地元のフードバンクに寄付し、

食品廃棄と食料不足の解消を図る 

・ 混獲した未利用魚を有用な製品に加工す

る。例えば、飼料、すり身、肥沃化剤など 

② 海の豊かさを守るためにできること 

・ 地元の漁師を支援し、社会的なニーズを確

保し、ダイナマイト漁やその他の非倫理的な

方法に頼らないようにする 

・ 海洋生物に害を与えるプラスチックによ

る汚染を減らす政策と実践を提唱する 

・ 海洋生息地を含む海洋生態系を保護する

ため、水質汚染を防止する 

・ トロール網漁は海洋を著しく破壊する漁

法であるため、規制する法律を導入する 
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◆グループ C 

① フードロス削減のためにできること 

・ 献立を決めておくと買いすぎる心配がな

い 

・ 食べ残しは冷蔵庫で保存し、翌日に食べる 

② 海の豊かさを守るためにできること 

 ゴミを減らす 

 水質汚染防止 

 

 

◆グループ D 

② 海の豊かさを守るために私たちにでき

ること 

・ 海洋保護プログラム：調査、保護、教育に

焦点を当てた海洋保護団体や取り組みに対し

支援をし、資金提供する 

・ 教育・啓発：教育、セミナー（オンライン

を含む）、アウトリーチ・プログラムを通じて、

海洋保全の重要性について一般の認識を高め

る 

・ 持続可能な観光の促進：環境への影響を最

小限に抑え、海洋生態系を保護し、かつ地域

社会に利益をもたらす持続可能な観光事業を

推奨する 

・ 水質汚染の削減と漁獲量の制限：水生生物の保護が目的 

・ 農業における肥料や農薬の使用を最小限に抑えることで過剰な流出を防ぎ、栄養物による水質汚

染を削減する 
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◆グループ E  

① フードロス削減のためにできること 

・ 余った食材は保存し、後で温め直して食す 

・ 食品の無駄や過剰生産を避けるため、平均

的な食事量相応の料理を作る 

・ 買いだめや、食べ残しを防ぐため、大きな

皿ではなく小さな皿で料理を提供する 

・ 大きなイベントや集まりの際に余分な食

品を寄付したり譲りあったりする 

・ 食品を保管する設備を改善し、定期的にメ

ンテナンスを行う 

・地元の農家の廃棄野菜を削減するため、地

元産野菜を宣伝する 

② 海の豊かさを守るためにできること 

・ 既存の生け簀や養殖場から魚を調達する 

・ 漁師に繁殖時期や正しい魚の捕獲方法を

教える。好事例として、セブ島のモアルバオ

ルでは、情報の共有により、ダイナマイトの

使用や違法な漁法は行われなくなったことが

挙げられる 

・ ゴミや化学物質による水質汚染を防ぐた

め、海岸の清掃や清掃活動を推進する 

・ 持続可能性についてもっと学ぶ 

・ 注意喚起をし、水域の魚類や生物を保護するための条例を施行する 

 

◆グループ F 

① フードロス削減のためにできること 

・食事計画を立てる  

② 海の豊かさを守るためにできること 

・ 汚染・ゴミの削減 

・ 自国（ブルネイ）における公害削減の取り

組み 
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◆グループ G 

① フードロス削減のためにできること 

・ 地産地消を心がける 

・ 環境に配慮した消費 

・ 既にあるものを使用し、買い物をする際に

は環境に配慮し、責任を持って行動する 

・ 賞味期限の近い食材を利用する（外食時で

も実行可能） 

・ 消費以外の再利用による食料資源の活用 

   （例：堆肥として植物に与える、種を植える） 

② 海の豊かさを守るためにできること 

 持続可能な漁業  

 使い捨てプラスチック・素材の使用禁止  

 海洋での人的活動の制限 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


